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１【提出理由】

　連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生したため、金融商品

取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき、本臨時報告書を

提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

2019年２月８日（取締役会決議日）

 

(2）当該事象の内容

　当社の連結子会社である株式会社関東ミキシングコンクリート（以下「同社」）が営んでいる建設汚泥中間処理

事業において、千葉県知事から、2018年12月17日に廃棄物処理業及び廃棄物収集運搬業の許可取り消しの行政処分

を受けました。当社では、当該事象発生以降、同社において建設汚泥中間処理事業を継続すべきか否かを検討して

まいりましたが、建設汚泥中間処理事業は当社グループ内で同社においてのみ実施していた事業であり、また、

2018年２月に事業を開始して間もない中での廃棄物処理業及び廃棄物収集運搬業の許可取り消しとなったために当

社グループに建設汚泥中間処理事業に関するノウハウの蓄積ができなかったことから、これ以上新たに経営資源を

当該事業に投下しても事業を円滑に進めることは期待できないと判断し、同社の建設汚泥中間処理事業からの撤退

を決議いたしました。これに伴い事業撤退に伴うのれんの減損及びその他事業撤退関連費用を特別損失として計上

することといたしました。

 

(3）当該事象の連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、2019年３月期第３四半期連結会計期間において、事業撤退損198百万円を特別損失として

計上いたしました。

 

以　上
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